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情報通信白書令和元年度版や第５次富士宮市総合計画
市民アンケートでＩＣＴ利活用の世代間格差は明らかで
あり、様々な市民サービスや行政サービスのＩＣＴ化推
進の課題となるが、高齢者世代の情報格差（デジタル・
ディバイド）への対応について考えを伺う。

　啓発や周知する出前講座の開催や事業の取組は。

ウィズコロナにおける
図書館の利活用と公共施
設のインターネットやＷ
ｉ－Ｆｉ設備の拡充につ
いて
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市内の公共施設はインターネットやＷｉ－Ｆｉ環境が
弱く、ウィズコロナで急増しているオンライン講座や会
議の利用が難しい。改善を求めるが考えを伺う。

国内の保育施設等でクラスター発生のニュースが流れるな
ど、職員や保護者など関係者の方々の不安や現場の負担が増
えている。しかし、子どもの重症化はなく、軽症であること
から冷静な対応も必要である。以下伺う。

ウィズコロナの新しい生活様式による、幼保や小規模
保育所や企業主導型保育所等の感染拡大防止と現状の取
組について伺う。また基礎疾患を抱えていたり、医療的
ケアが必要な子どもへの配慮はどうか。
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コロナ禍における幼保
等の未就学児への対応と
ストレス緩和について

発 言 項 目 要　　　　旨

総務省は令和２年度から、高齢者がＩＣＴやサービスの利
用を相談できるデジタル活用支援員推進事業に取り組み始め
た。ウィズコロナ、アフターコロナで今後もますますＩＣＴ
化が進む情報社会で、世代間の格差を生まないために早期の
支援が必要である。以下伺う。

コロナ禍で公共施設の様々なイベントや行事が中止とな
り、地域活動が停滞している。また、文化活動の知の拠点で
ある図書館の利活用も制限がある。３密を避けるための制限
はやむを得ない状況ではあるが、ウィズコロナ時代にふさわ
しいやり方も考えていくべきである。以下伺う。

図書館のコロナ拡大防止の対応と現状の課題について
伺う。

富士宮市の図書館の滞在時間は３０分をめどにしてい
るが、近隣の図書館の滞在時間状況をみると制限をかけ
ていないところから短時間利用の推奨、３０分～１２０
分の利用めどと対応がばらばらである。文化活動の停滞
を招かないために滞在時間の緩和を考える時期だと思う
が、考えを伺う。

未就学児は職員や周りの環境変化に敏感でストレスが
たまりやすいと言われているが行動面の変化などの現状
と対応はどうか。

コロナ禍では親同士のつながりが希薄になり不安や孤
独を感じたり、支援を必要とするハイリスクな家庭への
相談支援の機会が減るため、一層のアウトリーチが求め
られる。取組は。

高齢者世代の「情報格
差（デジタル・ディバイ
ド)」解消に向けた取組
の提案について

通信事業者等と連携してデジタル活用支援員のような
サポーターを養成し、施策として寄り合い処やサロン等
で活用することを提案するが、どうか。
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